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序　文
　鳥栖市は、脊振山地の東端部にあります九千部山を最高所として、九州

最大の河川である筑後川に面した緑と水豊かな内陸都市です。この地域は、

古来より九州における交通の要衝として発展し、貴重な文化財が数多く存

在する地域です。

　本書は、国道３号線の道路拡幅工事に伴い埋蔵文化財発掘調査を実施し

た鳥栖市原町に所在する本原遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書です。

　調査の結果、当遺跡より奈良時代の竪穴式住居跡をはじめ土坑、井戸な

どの集落遺構が発見されました。これらの遺構に伴い土器や石器などの遺

物が多数出土しました。

　本書を通じて、地域の文化財に対して一層のご理解をいただき、また、

学術・文化の向上に寄与するものとなれば幸いに存じます。

　最後になりましたが、開発と文化財保護との調整にご理解とご協力いた

だいた佐賀国道事務所をはじめ、関係者の皆様、そして発掘作業、整理作

業に従事された皆さまに厚く御礼を申し上げ序文といたします。

　令和２年２月 26日

　　　　　　　　　　　　　　　　鳥栖市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　天野　昌明



例　言

本書は、国道 3号線鳥栖拡幅事業に伴い埋蔵文化財発掘調査を実施した鳥栖市原町字本原 1052 番７、

1053 番９、1053 番 11、1053 番 12、1053 番 14、1054 番 10 に所在する本原遺跡４区の調査報

告書である。

２．発掘調査は、令和元年９月５日から 12 月 12 日、整理報告は令和２年５月１日から令和３年２月

26 日まで鳥栖市教育委員会が実施した。

３．発掘調査にあたっては、九州地方整備局　佐賀国道事務所、佐賀県文化課ならびに地元方々の協力

を得た。

４．現地調査から報告書作成までの作業に従事したものは下記のとおりである。なお、出土遺物の整理

を含む報告書作成業務は鳥栖市牛原町文化財整理室で実施した。

　　表土除去：有限会社豊

　　発掘作業：秋好忠義、江藤芳雄、緒方幸弘、刈間節次、篠原英雄、杉岡俊昭、髙尾喜則、本田洋、

　　　　　　　山口正樹

　　遺構実測：株式会社埋蔵文化財サポートシステム

　　遺構写真：藤岡、龍

　　空中写真：有限会社空中写真企画

　　遺物整理：加藤美砂、中島みち子、楢崎孝子、松崎友子、毛利よし子

　　遺物実測：加藤、中島、楢崎

　　製　　図：加藤、中島、楢崎、松崎、毛利、藤岡

　　遺物写真：龍

５．本書の執筆は、藤岡が行った。

凡　例

１．本書で報告する調査地区は４区とし、A地区・B地区・C地区に分割して調査を実施した。

２．遺跡の略号は　本原遺跡（KHH）である。

　　　K：基里地区　T：鳥栖地区　S：田代地区

３．本原遺跡で用いた遺構番号は３桁の一連番号とし、４区 400 番台とした。また、番号の頭には遺構

の性格を示す分類略号を付して表示した。小穴については P01 から一連番号を付した。

４．遺構の種別を表す分類略号は次のとおりである。

　　　SH：住居跡、SB：掘立柱建物、SE：井戸、SＰ：土壙墓、SK：土壙、P：ピット

５．遺構図に用いた方位は座標北である。座標は国土座標第Ⅱ系を用いた。

６．測定値の表示に用いた単位は遺構ｍ、遺物㎝を原則とした。

７．表で示した計測値のうち、（　）は復元値・推定値、〈　〉は残存値を示す。

８．出土遺物のうち、本書に掲載したものは 200501 番から一連番号をつけ、管理している。

９．出土遺物、遺構・遺物図面および写真は鳥栖市牛原町文化財整理室に保管している。
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第１章　調査の概要

Ⅰ．調査に至る経緯

　平成 30 年 12 月 13 日付で佐賀国道事務所より、国道 3 号線鳥栖拡幅事業に先立ち埋蔵文化財発掘

調査依頼、発掘届が提出された。これを受けて調査依頼のあった鳥栖市原町 1000 －１、1049 － 1・３・

４・５、1050 －１、1052 － 1・２・７、1053 －１・８・９・10・12・14、1054 － 2・８の 17 地

点において、平成 30 年 12 月 18 日に確認調査を行い、７地点で遺構を確認した。事業者と協議を行い、

遺構が確認された 872㎡について、本調査を実施することで合意した。

　本調査は、令和元年８月１日付で埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、9 月 5 日から調査に着手し

た。現地での発掘調査は 12 月 12 日に完了した。なお、整理作業は令和 2 年５月１日から着手した。

Ⅱ．調査の組織
　鳥栖市教育委員会が主体となって実施した。組織は以下のとおり。

【平成 31・令和元・令和２年度】

調査主体　鳥栖市教育委員会　

　総　括　教育長　天野昌明

　　　　　教育部部長　白水隆弘（令和２年 11 月～）

　　　　　教育部次長　白水隆弘（～令和２年 10 月）

　　　　　　　　　　　青木博美（令和２年 11 月～）

　　　　　生涯学習課長　松隈義和

　　　　　生涯学習課参事　竹下　徹

　　　　　生涯学習課課長補佐　八尋茂子

　調　査　生涯学習課文化財係　

　　　　　文化財係長　久山高史

　　　　　文化財係主査　湯浅満暢（事前審査・確認調査担当）

　　　　　文化財係主任　龍　孝明（小郡市人事交流派遣職員）

　　　　　文化財係主事　藤岡怜史

Ⅲ．調査の経過
　本原遺跡４は、令和元年９月５日より重機による表土剥ぎを開始。11 月 21 日まで掘削作業を行い、

同日空中写真を撮影した。25 日まで遺構実測を行い、12 月 11 日に埋戻しを完了し、12 日に現地引き

渡しを行った。
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第２章　地理的・歴史的環境

Ⅰ．地理的環境
　鳥栖市は、佐賀県東端部に位置し、北は基山町、福岡県那珂川市、東は小郡市、南は久留米市と県境

を接する。市域は南北約９km、東西約８km に広がり、面積は 71.72㎢を計る。市の北部には、脊振連

山最東端にそびえる九千部山（標高 847.5m）を主峰とした山々が南東に向かって裾野を広げ、東に杓

子ヶ峰（標高 312m）、西に城山（標高 494.1m）、石谷山（標高 754.1m）、雲野尾峠（400m）が続く。

市域を流れる河川は山麓部に源を発し、西から沼川、安良川、大木川、秋光川が南流して筑後川へと注

ぐ。これらの山麓から南へと丘陵が枝葉状にのび、この間には多くの谷が形成され、丘陵先端付近には

現在の市街地が広がる。大木川左岸一帯と沼川流域一帯には洪積層が発達し、市街地の南には洪積平野

が広がる。群石山麓下で大木川は神辺扇状地、安良川は養父扇状地を形成する。

Ⅱ．歴史的環境
　市内には、既に湮滅したものを含め、旧石器時代以降の約 190 の遺跡が確認されている。

旧石器時代では、長ノ原遺跡・平原遺跡・本川原遺跡・牛原原田遺跡・本業遺跡でナイフ形石器や尖頭

器、台形石器、角錐状石器が採集されているが、明確な遺構は検出されていない。

　縄文時代では、今町共同山遺跡で草創期～早期の刺突文土器、西田遺跡で多数の集石遺構とともに早

期の押型文土器、牛原前田遺跡で前期の曽畑式土器が出土している。平原遺跡では集石遺構 40 基とと

もに中期の並木式土器が出土している。蔵上遺跡では土器棺墓 41 基・住居跡 10 軒とともに土偶や十

文字型石器などが大量に出土しており、後期の拠点集落とみられる。村田三本松遺跡で晩期の甕棺墓地

が検出されている。

　弥生時代では、前期までは高位～中位段丘で営まれた集落は、中期中頃までには低位段丘に広がり、

後期には低位段丘に環濠集落が形成されるようになる。特に、青銅器鋳型が出土した安永田遺跡・藤木

遺跡・本行遺跡、赤漆玉鈿装鞘銅剣を含む７本の銅剣等を副葬する墓地群と祖霊祭祀とみられる大型建

物跡や祭祀土坑が検出された。柚比本村遺跡は注目すべき遺跡として挙げられる。

　古墳時代には、山麓部や高位段丘上に古墳が築造されるようになる。特に6世紀代には剣塚・庚申堂塚・

岡寺古墳などの大型前方後円墳や田代太田古墳・ヒャーガンサン古墳などの装飾古墳が築造された。し

かし、この時代のまとまった集落跡は見つかっていない。

　中世では、多くの館跡や町屋跡を確認しているが、特に勝尾城筑紫氏遺跡は、広大な敷地とともに城

及び館跡が良好な状態で残っている。

　本遺跡の周辺では、弥生時代後期と古墳時代後期～奈良時代に営まれた集落跡が検出されている。弥

生時代の遺跡のあり方を見る中で、前期～中期に柚比遺跡群などの高位段丘から後期になり中～低位段

丘に移ってきた様相が看取できる。また、奈良時代には、遺跡一帯は基肄郡姫社郷に属するとみられ、

本遺跡の載る丘陵の谷を挟んだ東側の丘陵には、『肥前国風土記』に宗像人カゼコが「荒ぶる神」を祀っ

たことが記される姫古曽神社が所在する。
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図１　本原遺跡４区遺構配置図（1/300）
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図２　遺跡周辺地図（1/15,000）

図３　調査区配置図（1/5,000）
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第３章　調査の内容

遺跡の概要
　本原遺跡は原町を南北に貫く丘陵の尾根付近の標高 19 ～ 22 ｍに分布する。本調査対象地は本原遺

跡西端の斜面部に位置し、標高は約 21 ｍである。調査以前は宅地や商店として土地利用されていた。

　本調査区は、昭和62年の１次調査 (１区 )と平成７年の２次調査 (２区 )、平成27年の３次調査 (３区 )

に続く４次調査 ( ４区 ) となる。過去の調査から丘陵の尾根から西斜面にかけて弥生時代から奈良時代

にかけての集落が確認されている。

　本調査対象地区は国道３号線原町交差点の東に隣接し、3 区の北西 200 ｍに位置する。３地区に分

かれており、原町交差点の北東に北から A地区、B 地区、交差点の南東に C 地区とした。

　調査の結果、A地区では 191 基、C 地区では３基の小穴を検出したが、明確な集落関連遺構を確認す

ることができなかった。B 地区では住居跡３軒、井戸２基、土壙墓４基を確認した。また、A 地区と B

地区の間に最大確認深度 GL － 1.5m の谷が確認された。埋土中に須恵器が混入していたことから、最

終的な埋没は古墳時代以降と考えられる。調査区の地形はこの谷を最深部とし、南に向かって緩やかに

上がる。

第４章　本原遺跡 4区の調査

１．竪穴住居跡（SH）
SH401（図５　図版２－１・２）
　Ｂ地区の中央東端にて検出された。調査区外にかかるため、全容は不明だが、検出状況から平面プラ

ンは張り出し部を有した方形と推測される。長軸 3.5m、短軸 3.2m、検出面からの最大深 0.31m を測る。

SH404、P38と重複関係にありSH401が古い。0.15m～0.2m程度貼床が確認できた。床面に複数のピッ

トが確認されたが、主柱穴は不明である。その他付随施設は確認できなかった。床上から出土した遺物

が少ないが、埋土中の遺物（図５－１～３）、重複関係にある P38 出土遺物（図５－ 11）から本遺構

の埋没年代は 7 世紀後半と考えられる。

出土遺物（図６　図版４－１～５）
　埋土中から出土していることから流れ込みと考えられる。住居の使用時期を直接示すものではない。

１～３は須恵器の坏蓋である。４～９は土師器である。４は坏蓋、５は坏身、７・８は壺、９は甕であ

る。10 は砥石である。３面にスリ面がみられる。材質は流紋岩とみられる。11 は P38 の埋土中から

出土した須恵器の皿である。
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図４　B地区遺構配置図（1/250）
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４．暗黄褐色土

５．黒褐色土（円礫・土器片を多く含む）

６．黒褐色土（黄褐色土を多く含む）

７．灰黒色土

N

0 1m

図５　SH401（1/60）

SH404（図７　図版２－３）
　Ｂ地区中央の東端にて検出された。調査区外にかかるため、全容は不明だが、検出状況から平面プ

ランは隅丸方形と推測される。確認長は長軸 1.84m、短軸 1.51m、検出面からの最大深 0.4 ｍを測る。

SH401 と重複関係にあり SH404 が新しい。埋土の堆積状況から第５層は貼床と考えられ、概ね 0.15m

～ 0.2m 程度確認された。床面の高さは検出面より 0.1m ～ 0.25m を測る。床面に複数のピットが確認

されたが、主柱穴は不明である。出土遺物は非常に少なく図化に耐えうるものは確認できなかったが、

時期については、SH401 との重複関係から 7 世紀後半以降と考えられる。
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図６　SH401・SP38出土遺物（１/３）
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１．表土

２．暗褐色土

３．黒褐色土　地山ブロックを少量含む

４．暗褐色土　

５．黒褐色土　地山ブロックを多く含む　貼床

６．黒褐色土　地山土を非常に多く含む　貼床

0 1m

N

図７　SH404（１/60）

SH407（図８　図版２－４・５）
　Ｂ地区北側の西端にて検出された。調査区外にかかるため、全容は不明だが、検出状況から平面プラ

ンは隅丸方形と推測される。削平を受けており残存状況は非常に悪い。確認長は長軸4.40m、短軸2.40m、

検出面からの最大深 0.3 ｍを測る。SE408 と重複関係にあり SH407 が古い。埋土の堆積状況から第１

層は貼床と考えられ、概ね 0.15m ～ 0.2m 程度確認された。床面にＰ 39 が確認され、位置関係から主

柱穴４基のうちの 1 基と推測される。その他の付属施設は確認できなかった。出土遺物が少なく時期

の断定は難しいが、SH401、後述の SB413 と同一の軸線であると考えられることから同一時期の７世

紀後半以降と推測している。

SE408（図８　図版２－４・５）
　B 地区竪穴住居 SH407 内で検出された。SE408 と重複関係にあり、SH408 が新しい。検出面での掘

方は長径 1.35 ｍ、短径 0.84 ｍの楕円形を呈する。検出面から最深部までの深さは 0.52 ｍである。断

面形状は東側のみ最大 0.5 ｍ膨らんだフラスコ型をしている。埋土は黒褐色土の単層で茶褐色土ブロッ

クを多く含んでいたことから、一度に埋め戻されたと推定される。井筒、集水施設及び湧水は確認でき

なかった。SH407 との重複関係から 7 世紀以降に廃絶したものと推測される。
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２．灰黒色土　明黄白色土ブロックを少量含む　にぶい黄褐色土ブロックを含む

３．灰黒色土　明黄白色土ブロックを少量含む

４．褐色土　　淡灰黒色土を含むにぶい黄褐色土ブロックを含む　

５．灰黒色土　明黄白色土ブロック
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図８　SH407・SE408（１/60）

出土遺物（図９　図版４－６・７）
　１・２・５は SH407 から、３は P39 からの出土である。４は SE408 から出土したものである。

１は須恵器の坏である。２と３は土師器の甕と考えられる。４は土師器の壺である。５は鉄鏃である。
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図９　SH407・SE408 出土遺物（１/３）

２．井戸（SE）
SE402（図 10　図版３－１）
　Ｂ調査区中央で検出された。検出面での掘方は長径 1.8 ｍ、短径 1.7 ｍの円形を呈する。検出面から

最深部までの深さは 0.89 ｍである。断面形状は逆台形を呈する。埋土の堆積状況から１～４と６、７

層は自然堆積とみられ、５層は別の遺構もしくは樹根と考えられる。井筒、集水施設及び湧水は確認で

きなかった。出土遺物 ( 図５－１) から、７世紀以降に廃絶したものと考えられる。
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L=21.500

0 1m
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１．灰黒色土　明赤橙色土ブロックを多く含む

２．暗褐色土　赤褐色土ブロックを少し含む

３．暗褐色土　黄白色土ブロックを多く含む

４．暗褐色土

５．灰色土　

 6.　灰黒色土　濃赤褐色土ブロックを含む

 7.　灰黒色土　黄褐色土ブロックを含む図10　SE402（１/60）

出土遺物（図 11　図版４－８～ 12）
　１から３は須恵器で４から７は土師器である。１は須恵器の坏蓋である。２は坏身である。３は長頸

壺である。４～７は土師器の甕である。８は滑石製の紡垂車である。
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図11　SE402 出土土器（１/３）

３．土坑（SK）
SK409（図 12　図版３－２）
　Ｂ調査区北部東寄りで検出された土坑である。東側は調査区外へと続く。検出長長軸 2.95 ｍ、短

軸　1.9 ｍを測る。最大深度 0.4m 壁面は緩やかに立ち上がる。出土遺物（図 13 －１・２）から埋没

年代は７世紀以降と考えられる。
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１．暗灰黒色土

２．暗灰黒色土　１層より暗く３層より明るい

３．暗灰黒色土　１層より暗い

４．にぶい黄白色粘土　灰黒色土を含む

５．明黄褐色砂質土　灰黒色土ブロックを含む

0 1m
N

６．淡灰白色粘土　灰黒色土を含む

７．黒色粘質土

８．濃黄褐色土　灰黒色土を含む

９．灰黒色土

図12　SK409（１/60）

出土遺物（図 13　図版４－ 14・15　図版５－１～７）
　１・２は須恵器の坏蓋である。３～ 15 は土師器である。３は坏身である。４は高坏か坏身である。

５は皿である。６～ 10 は高坏である。
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図13　SK409 出土遺物（1/３）
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４．土壙墓（SP）
SP403（図 14　図版３－３・５）
　Ｂ調査区中央西寄りで検出された。掘方は長軸 2.65 ｍ、短軸 1.3 ｍの隅丸方形で、検出面からの最

大深度は 0.7 ｍである。堆積状況から第１～９層は後世の流入土と推測される。10 層は堆積状況から、

埋葬時の成型面と考えられる。出土遺物は後世の流入土である第 2 層に集中しており、第 10 層上から

は図化に耐えうる遺物は確認できなかった。　出土遺物から埋没年代は 7 世紀後半以降と考えられる。

出土遺物（図 15・16　図版５－８～ 13）
　多くの遺物が確認された。すべて破片であり副葬品は確認できなかった。

１～３は須恵器の坏蓋である。２～７は坏身と皿である。８～ 13 は土師器の皿、14 ～ 20 は土師器の

　21 は鉄鏃と推測される。
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６．灰黒色土　地山ブロックを含む

７．暗灰色土

８．暗褐色土

９．暗黄白色粘土

10．明黄褐色粘土　黒色土を含む

図14　SP403（１/60）
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図15　SP403出土土器①（１/３）



- 19 -

0 10 ㎝

13

14

15

16

17

18

19

20

21

図16　SP403出土土器②（１/３）
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1
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１．暗褐色土

２．暗褐色土　濃赤褐色を含むにぶい黄白色粘土ブロックを含む

N

L=22.000m

１．暗褐色土

1
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N SP406

SP405
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図17　SP405・406（１/60）

SP405（図 17　図版３－４・５）
　Ｂ調査区中央西寄りで検出された。攪乱で壊されており全容は確認できなかったが、掘方は確認長長

軸 1.05 ｍ、短軸 0.65 ｍの隅丸方形と推測される。検出面からの最大深度は 0.3 ｍである。確認できた

断面形状は　型を呈する。先述の SP403 と同一の軸線で、大きさも近似している。出土遺物は図化に

耐えうるものは少なかったが、出土遺物 ( 図 17 －１) から埋没年代は SP403 と同時期と考えられる。

　

SP406（図 17　図版３－６）
　Ｂ調査区中央東寄りで検出された。掘方は長軸 2.0 ｍ、短軸 1.0 ｍの隅丸方形で、検出面からの最大

深度は 0.1 ｍである。埋土は単層で SP405 の 1 層に酷似した暗褐色土が堆積する。出土遺物は少なく

時期の判別は難しいが、SP403、SP405 と同一軸線であること、SP405 と似た埋土であることから同

時期であると推測される。
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図18　SP405・406出土遺物（１/３）

出土遺物（図 18　図版６－ 14）
　１・２はSP405から、３・４はSP406から出土した。１は須恵器の坏蓋である。２は須恵器の皿である。

３は須恵器の坏身である。４は土師器の壺である。

５．掘立柱建物（SB）
SB413（図 19）
　Ｂ調査区中央で検出された。柱穴７基が検出され、北側は SH401 と重複関係にあり、SB413 が新し

い。梁行２間、桁行２間、身舎面積 6.25 ＋α㎡の掘立柱建物である。柱穴は長径 0.5 ～ 0.7 ｍ、短径 0.4

～ 0.5 ｍの楕円形を呈し、検出面からの深さは 0.3 ～ 0.5 ｍである。柱痕は確認されていない。SH401

との重複関係から、７世紀後半以降に廃絶したものと考えられる。

出土遺物（図 20）
　１は須恵器の坏身である。
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図19　SB413（１/60）

図 20　P36出土遺物（１/３）
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図 21　表採遺物（１/３）
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表採遺物（図 21　図版６－１～３）
　表土もしくは攪乱から出土したもののうち遺跡の時期・性格を考える上で重要であると考えられたも

のについて図化した。

　１～３いずれも古代の平瓦である。１・３は A 区の表土中から、２は B 区北部の谷地形の最深部か

ら出土した。それぞれ凹面に布目痕、凸面にはナデを施す。本原遺跡における布目瓦の出土例は 1 区

道路状遺構からのみである。

Ⅳ．まとめ
　本原遺跡４区では、A 地区の南から B 地区北端にかけて谷状の地形と B 地区を中心に奈良時代の遺

構を確認した。当該期の集落様相について、周辺の発掘調査をもとに検討する。

集落の性格

　本原遺跡は『肥前国風土記』に記される基肄郡に所在する６つの郷の一つ姫社郷の範疇と考えられ、

過去の調査から本原遺跡の所在する原町丘陵を中心に北の姫方遺跡、南の下原遺跡を含めて弥生時代後

期から奈良時代にかけての集落が確認されてきた。

　今回 B 地区で確認された遺構の多くは出土遺物から６～８世紀頃のものと考えられる。本原遺跡に

おける過去 3 度の調査から、弥生時代後期と古墳時代～奈良時代の集落が確認されている。しかし主

たる時期は古墳時代であり、今回の調査で確認された時期よりも古い。今回調査で確認された遺構と同

時期と考えられる遺構は１区で確認された道路状遺構、３区で確認された土坑３基と非常に少ない。周

辺の下原遺跡・姫方遺跡においても当該時期の遺構は確認されていない。本原遺跡１区で確認された道

路状遺構は丘陵基部を南北に横断しているが、１区の南西に位置する３区調査では確認されておらず、

その経路は判明していない。地形と位置関係から本調査区に至るものとも考えにくい。道路状遺構から

出土した遺物と周辺の住居址から出土した遺物とでは時期差がみられることから、集落道であったとは

言い難く、集落域が１区・３区を中心とした地域から丘陵の西へと変わっていった可能性も考えられる

が、連続性が確認されていないため断言はできない。

　今回 A地区から２点、B 地区北端の谷底から１点布目瓦が確認された。過去の調査では１区でのみ確

認されており、原町丘陵の尾根上に瓦葺建物があった可能性が示唆される。瓦葺建物の位置は集落域の

変遷も含めて今後の調査課題と言える。

参考文献

『本原遺跡』鳥栖市文化財調査報告書第 36 集　 1988　鳥栖市教育委員会

『姫方遺跡』鳥栖市文化財調査報告書第 86 集　 2016　鳥栖市教育委員会

『本原遺跡』鳥栖市文化財調査報告書第 89 集　 2017　鳥栖市教育委員会

『鳥栖市文化財年報 2010・1992・1993 年度版』2012 鳥栖市教育委員会



- 25 -

SH401 (17.5) (20.0) 2.1 200501

SH401 (14.0) (16.6) 200502

SH401 1.4 200503

SH401 11.5 14 2.3 200504

SH401 (24.2) 3.7 200505

SH401 11.2 2.9 8.4 200506

SH401 (23.2) 3.25 200507

SH401 (12.2) 2.5 200508

SH401 (17.2) 3.2 200509

10 SH401 4.2 3.3 3.5 200510

11 P38 16.2 3.5 8 200511

SH407 (13) 2.9 200512

SH407 (18.5) 5.6 200513

P39 (15.8) 3.1 200514

SH407 5.3 2.8 0.6 200515

SE408 (21.2) 6.9 200516

11 SE402 (12.6) 2.1 200517

11 SE402 (9) 2.3 200518

11 SE402 9.6 9.55 200519

11 SE402 (31) 5.5 200520

11 SE402 (21) 3 200521

11 SE402 (20) 5.7 200522

11 SE402 (8.6) 4.8 200523

11 SE402 4.4 1.5 54g 200524

13 SK409 (6.8) 3.1 200525

13 SK409 (13) 3.4 200526

13 SK409 (5) 3.1 200527

13 SK409 (11.4) 4.2 200528

13 SK409 (14.6) 2.6 200529

13 SK409 12.4 9.1 200530

13 SK409 11.2 4.1 200531

13 SK409 6.1 200532

13 SK409 5.1 8.2 200533

13 10 SK409 2.3 10 200534

13 11 SK409 (24.8) 6.6 200535

本原遺跡４区出土遺物



- 26 -

(18.4) 200536

(20.4) 200537

(20) 200538

(14.8)

SP403 (12.2) (13.6) 3.1 200540

SP403 200541

SP403 200542

SP403 3.1 200543

SP403 200544

SP403 200545

SP403 (16) 2.5 200546

SP403 200547

SP403 200548

SP403

SP403 (16) 1.8 200550

SP403 200551

SP403 200552

SP403 (33.3) 200553

SP403 (21.4) 200554

SP403 200555

SP403 200556

SP403 200557

SP403 200558

SP403

8.5 1.6 200560

SP405 200561

SP405 (20) 2 (16) 200562

(14) 200563

(14) 200564

P36 200565

200566

200567

200568



本原遺跡４区A・B地区全景（南上空から）

本原遺跡４区A・B地区全景（上空から）

図版１



１　SH401・404・SE402 全景（上空から

５　SH407 土層（東から）

３　SH404 土層（西から）

２　SH401土層（南西から）

６　SH407 鉄器出土状況

４　SH407・SE408 全景（上空から）

図版 2



１　SE402 土層（東から）

５　SP403・SP405（北から）

３　SP403 土層（南から）

２　SK409 土層（北から）

６　SP406 土層（北から）

４　SP405 土層（東から）

図版 3



図版 4
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図版 5
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図版 6
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